
  

３教科の取り組み方のポイントを押さえて、合格力アップをめざそう 

 Yumenodai75(４月) 
～「受験生」の学習スタイルに切り替えよう～ 

 
いよいよ３年生になりました。受験勉強が思うように進まなかったり、スタートが遅れたりして

焦りを感じている人もいるのではないでしょうか。 

今回は、難関大合格者の３年生スタート時の学習スタイルに関するデータや情報を掲載していま

す。これらを参考に、今後の学習スタイルについて考えてみましょう。 

 

春休み中の学習習慣、学習のやり方を振り返ろう 

 

73.9％ 

62.9％ 

学習時間を確保できていたか 
自己評価 反省・今後の目標 

 

 

 

 

 

＜参考データ＞ 

難関大合格者の半数以上が 

確保していた自主学習時間 

平日：２時間以上 休日：４時間以上 

 

計画や目標を決めて学習していたか 
自己評価 反省・今後の目標 

 

 

 

 

 

＜参考データ＞ 

難関大合格者の６割以上が 

計画や目標を決めて学習していると答えた！ 

「難関大学合格者」のデータは、入試における合格者の、スタディーサポート３年生第１回の平均回答率。 

 

1 

 

難関大に合格した先輩たちの３年生春の学習習慣、学習のやり方に関連するデータを抜粋し

て載せています。各項目で、難関大合格者のデータと比較して春休み中の自分の行動を振り返

り、自己評価（〇△×）をつけてみましょう。またその評価を踏まえて、反省や今後１か月の取

り組み目標などを自由に記入しましょう。 

国語、数学、英語の３教科について、合格力アップにつながる学習スタイルをまとめまし

た。下記を参考にして学習に取り組んでみましょう。 

国語  古典の学習は、授業を中心に取り組もう 

 

＜受験生の古典の学習＞ 

① 予習で不明点を発見  …初見の文章への対応力を磨きつつ、不明点を洗い出す 

② 授業で不明点を解決  …先生の説明を聞き、ポイントをノートに書き留める 

③ 復習・宿題で定着   …宿題でわからなかったところを繰り返し復習し、定着させる 

④ 定期テストで力試し  …定期テストで力試しし、間違えた箇所は再度復習する 

 

難関大合格者の約６割も授業中心の 

勉強をしていたことがわかります。やはり、 

入試攻略のベースは、授業理解にあるようです。 

数学  復習にしっかり取り組み、苦手分野をつぶそう 

 

＜受験生の復習＆宿題＞ 

・苦手分野をつぶす  …ノートの見直しや問題演習で、苦手分野に取り組む 

・復習と宿題で基礎固め  …授業内容は入試の基礎。わからなかった問題は先生に質問する 

 

入試問題は、授業の内容が基礎になっているので、 

宿題や復習は手を抜かずに取り組みましょう。 

また、その際は、「どこがわからなかったのか」 

を明らかにするよう心がけましょう。 

英語  長文読解のトレーニングも兼ねて、教科書の予習に取り組もう 

 

＜受験生の予習＞ 

① 本文のコピーをノートに貼る 

② 辞書を引かず、ひと通り読む 

③ 辞書で調べる 

④ 疑問点をノートにまとめる 

⑤ 授業で疑問点を解決 

 

予習は長文読解のトレーニングにもなります。「難関大合格者の長文の読み方」からわかるよう

に、長文読解では、素早く大意を把握することが大切です。予習の際も、素早く論点をつかむ

読み方を心がけましょう。 

78.3％ 

63.8％ 

60.7％ 

文全体の筆者の 
主張を捉える 

接続詞や指示語を 
意識して読解する 

前後の文脈から 

語句の意味を推測する 

＜難関大合格者の長文の読み方＞ 

＜解けない問題は 

どこが不明かを明らかにする＞ 

と答えた難関大合格者の割合 

＜予習・復習・宿題など 

授業中心の自主学習をしている＞ 

と答えた難関大合格者の割合 

優先順位を決めて取り組んでいたか 
自己評価 反省・今後の目標 

 

 

 

 

 

   ＜参考データ＞ 

 

優先順位を決めて学習 
していた成績◎の割合 

学習開始時間を固定していたか 
自己評価 反省・今後の目標 

 

 

 

 

 

＜参考データ＞ 

 

学習開始時間を決定して 
いた成績◎の割合 

 

 

「３教科の取り組み方のポイントを押さえて、合格力アップをめざそう」は、「スタディーサポート活用 BOOK３年生第１回」を参考に

しています。 

55.4％ 

77.1％ 

72.9％ 75.7％ 


